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特集 を気安 く引受けた もののその後仕事がはか どらず , 5ケ月か くれて どう

や らま とめ上 げた次第 で ある｡ 各研究室に原稀 を依願に行 った所 ,平凡を紹介

記事では面 白 く貴いので,少 々当 bさわ Dのある事 を書いて もいいのでは をい

か と言 う人 があ b,期待 していたのであるが ,出て来 たのは実 に当 bさわ yhの

貴い もので あった｡ また人 に よっては,物性所 で行 をわれてい る事は よく知 ら

れ ているので,単 覆る研究紹介 は無意味 であると主張 したが ,だれで も当人が

思 ってい るほ どには天下 に知 られていをい ものであ D, したがって全 く無意味

で もあるまい と思 うのである｡ 所 でこれだけは よ く知 られてい ると思 うが,物

性研は大所帯 であるので, とて も全研究室 を紹介す るわけにはいか をhoそ こ

で実験の方 々には 申しわけ をいが,すべて カッ トして しまい理論 に限 ることに

した｡

物性所 の理論は,スタッフ 19名大学院数名で構成 されておb,デパー トの

ど とく一 応大体の ものは揃 っているよ うである｡ 物性研 にい る畢=典 は,何 と言

って もヒマの多い ことであ D,あま bえ らく怒 ら豪h限 D,研究以外 に時間を

と られ る･tとはほ とん どをいので ある｡ も う一つの特典は,物性研 (あるいは

同等 の良い po.sition)に居 る とこれだけでえ らそ うに見えることであ D,さ

らに良レゝ事は ,長年 この よ うを所 に居 ると自分で も自分がえ らい人 の ように思

えて くる事 で ある｡ したがって, 自分がやめた ら後 に良い人が来 ないのではを

いか ,等 と心配 した bす るのである｡ ｢東大の先生は皆え らい人 ばか りである｡

ただ し,え らいか ら東大にいる人 と,東大にいるか らえ らい人がい る ｣とはあ

る^ の言葉 であるが,物性研 の先生方また然 Dであろ う｡ 任期制 を どとい うと

目の色変え るのは当然後者 に属するのである｡

物性研の研究の方向は,大勢 としては,一応基礎 の確立 した問題 を精密化す

ることにあるよ うに見え る｡ その是非は ともか く,若 い人 に もこの考えを支持

す る人が多いのは,少 くとも聾者 にとっては意外 であった｡ ただ し何 ごとに も

例外 が あるものであD,そ うで貴い人 も何人かいることで あるので, あま bJL
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配は していないのであるO

以下の紹介 文 は ,各研究室の適当を方に依轍 して書いてhただいた ものを

そのまままとめた ものであるO 御協力下さった方 々に感謝いた します｡

理論 Ⅰ

現在のメンバーは,芳田室,青森昭夫,石井広湖 ,山田耕作,桜井 明夫で,

更に大学院博士課程には,岡田勇,小川徹天が居 bます｡ 理論 Eでは皆さん御

承知の通 b,ここ数年来 ,8-d相互作用の理論 に専念 しています｡その間の

研究室の仕事に関 しては最近の物性研だ よb(第 10巻,,5, 4, 5号 )に,

近藤効果の発展 とい う副港で,詳 しい解説が戟 bま したので,是非読んで頂 き

たい と思V,ます〔 (た とえ,私たちの研究室に直線興味の貴い方でも., S一且

の問題に関心のある方には,必読だと思います｡)

S-a_系では今までに基底状態に関 しては, Singletbound stateの理

論が,most divergentの範囲で確立 し,波動関̀数 ,energy,chargeや

spinの集 b方 をどが詳 しく調べ られると共に,それ らの磁場依存性,即 ち,

磁場 をかけてい くことによ_b, どう singletか ら spinが よみがえってい く

かがはっきbL,帯磁寒 や磁気抵抗 といった重要 を物理量 も計算されま した｡

これ らの成果を もとに,いかにして理論 を有限海産に拡張するかが,現在私た

ちの直面する問題です｡ 有限温度での free energy,あるいは同様に励起状

態のかかわる問題 として, 七-matrixの a)依存性や,超電導体での gap内

の level 夜どは,芳田理論 の立場か らは っきJhとさせ をければをらをい重要

を課題です｡ 基底状態の議論では,電子 ガスで Gell-Mann-Brueckner

がやったように,_TnuSta_ivergentの seri占Sを集める とい うことが,､計算

上の指針 となったのですが ,励起状態についてこれが どこまで成立つかは,こ

れか らの問題で しょう｡

-S-a_の問題のむづか しさは,それ らが spinの内部 自由度に由来す る本質

的 を多体問題である-方,- ケの不純物 を扱 うために,ふつ う第一近似で成立

す る平均場 とい う考えが成立たず,それか らの fluctuationが大 きい という

ことにあるIと思います｡ お よそ多体問題を,H-F近似をこえて,系統的にし
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